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アイデアを磨きプロジェクトを
生み出す　【第3回ワークショッ
プ】
XSCHOOL2019のワークショップも折り返し地点。前回までのワーク

ショップで、メンバーたちはパートナー企業の現場を見学したり、ア

ドバイザーのレクチャーを受けたりと、アイデアの生み出し方や発想

のヒントを学んできました。個人の思いやアイデアをどうすればグル

ープですり合わせながら形にすることができるのか。葛藤する時間が

続きますが、それでも６つのチームは自分たちだけのプロジェクト創

出に向けて、確かな一歩を踏み出しています。今回は第3回ワークショ

ップの模様をお届けします。
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かたちを生み出すためには　

2019年12月14、15日に行われた第3回ワークショップは、2016、

2017年度のXSCHOOL講師も務めたプロダクトデザイナーの高橋孝治

さんのレクチャーからスタート。高橋さんは、無印良品のインハウス

デザイナーとして生活雑貨の企画デザイン、防災プロジェクトのディレ

クションなどを担当されたのち、2015年に愛知県常滑市に移住。常滑

市陶業陶芸振興事業推進コーディネーターとして、行政や企業と協働

し作り手と使い手を繋ぐ活動や人材育成事業などを進めています。

 

今回の講義のテーマは「かたちを生む」。高橋さんは、無印良品で生み

出した商品を例にあげ、「常に調査と観察を行い、企画段階ではアイデ

ア出し・比較・試作を繰り返した上で、実行に移すことが重要」とメ

ンバーにアドバイスしました。

最近では、焼き物にとどまらず「伝統の更新」に重きを置いた活動を

行っている高橋さん。常滑市の社会福祉協議会から依頼を受け、福祉

施設でアート活動を行なったり、不要となった子供服を用いたスタイ

や乳母車を移動できる棚として活用するプロダクトをつくったりな

ど、さまざまな取り組みを紹介していただきました。
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▲自分たちのプロジェクトの参考にしようと熱心にメモを取る受講者

たち

 

２期にわたるXSCHOOL講師で多くのチームが悩んで飛躍する様子を

みてきた高橋さんは「日常のなかでインプットしている瞬間を大事に

し、起こしたい未来の姿をいろんなネットワークを使いながら実現し

ていってほしい。期待しています」と、これからアイデアをかたちに

する段階へと進むチームにエールを送りました。

各チームがプロトタイプを発表
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続いて、各チームのプレゼンテーションがスタート。前回から何を考

え、どんなリサーチを進めてきたのかを順番に発表していきます。前

回のワークショップからの課題は「プロトタイプ（試作品）を制作

し、持参すること」。各チームがそれぞれのアイデアをかたちにしてき

ました。その一部をご紹介します。

 

福井市の日本海側、越廼地区の水仙畑をフィールドワークしてきたメ

ンターチームは、越前水仙の香りを使ったバスボム（入浴剤）を製

作。出荷されずに捨てられてしまう水仙の花を利用し、形状は季節感

が感じられるよう和菓子の木型で表現しました。越前海岸の原風景を

どのように次代に残していけるのかについて、プロジェクトのあり方

を深めていくようです。
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こちらのチームは、焼き鳥消費量日本一の福井県で、おそらく大量消

費されているであろう「竹串」にスポットを当てました。リサーチで

は竹の資源化について詳細に調べ上げ、竹パウダーなど土壌改良材な

どに変えていくプランを発表。そのために必要な竹串の回収では「竹

串をいかに持ってきやすくするか」という点を試行錯誤したと言い、

回収員の方に串が刺さらないように配慮する「思いやり袋」や、竹串

をありがたく回収する賽銭箱のような「浄串型回収箱」などの試作案

を披露しました。

 

「できるを増やす」をテーマにアイデアを練ったこのチームは、繊維

産地で多く見られる紙管を題材にして、ブロックを製作。紙管や３Dプ

リンターで作ったパーツを組み合わせたロボットを披露しました。ま

た、プログラミングができるレゴブロックを導入している代理店と協

力して、紙管ロボコンを開催するアイデアも検討しているそう。

アイデア段階では好感触でも、かたちにするとイマイチだった……と

いうことは少なくありません。プロトタイプをつくってみることで、

問題点や改善点に気づいたメンバーも多くいました。同時に、チーム

で一つのことをつくる難しさも感じた様子です。
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ディレクターやアドバイザーからは、「もっと土着に対する提案を考

えてほしい」「誰に届けるのか？　届いてほしいのか？」などアイデ

アの実装を見すえるからこそのレビューも。

このプロジェクトはどんな価値を生み出せるのか？　未来の人たちに

どうなって欲しいのか？

もう一度問いかけながら、試行錯誤を続けます。

チーム別面談がスタート

2日目からはチーム別面談も始まりました。6チームが初日の発表から

アップデートした案をディレクター陣にプレゼンし、再度フィードバ

ックを受けます。チームごとに集中討議をする面談は、自分たちが進

むべき道や足りないことが、はっきり見えてくる重要な時間。何に迷

っているのか、何を考え、どんなことにモヤモヤしているのか、昨日

からの進捗を確認していきます。
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ディレクターらは、あえて厳しい言葉でレビューを返していきますが、

的確なアドバイスばかり。迷いや葛藤で苦しむメンバーにとっては、

新しい視点や気づきが得られ、学ぶべきことが多い時間となっていま

す。

ここで得た助言は、自分たちのプロジェクトを見つめ直すきっかけ

に。もう一度振り出しに戻ってみたり、アイデアのブラッシュアップ

を進めたりと各チームとも進むべき方向を模索していきます。
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▲プロジェクトへの覚悟を問われたメンターチーム

 

アイデアを事業化する難しさ

第3回ワークショップでは、ほとんどのチームが壁にぶつかりました。

いったん足を止め、もう一度アイデアを練り直すため、再度リサーチ

に立ち戻るチームも出ています。
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各チームにとって、重要なターニングポイントとなった今回のワーク

ショップ。

「自分たちでブレーキをかけないように、リサーチと観察は24時間営

業のつもりで行ってほしい。最後の最後まで模索し続けてください。

がんばりましょう！」と、ディレクターの坂田さんの力強い言葉で、2

日間のワークショップを終えました。

 

次回はいよいよワークショップ最終回。各チームとも苦しみぬいた末

に生み出したプロジェクトがついに出そろいます！
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text:Syota Ban(fuプロダクション）　photo:Kyoko Kataoka

 いいね！ 0

Related article 関連記事

PROJECT  XSCHOOL

MORE >

ローカルとグローバルがつながる未来に向けて
【XSCHOOL福井プレゼンテーション後編】

「XSCHOOLプレゼンテーション福井」は後半へ。ゲストレビュアー
の松島倫明さん、山崎亮さんと、プログラムディレクターの原田祐馬
さん、坂田守史さんが登壇し、6チームのプ…
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福井に根づかせたい未来とは【XSCHOOL福井プレ
ゼンテーション前編】

2016年からスタートしたXSCHOOLは、福井市がこれまで培ってきた
歴史や文化、産業などの資源を活かしながら、ともに考え挑戦できる
舞台をつくろうと、毎年プログラムを変…

声なき声を探る120日間を経て【XSCHOOL東京プ
レゼンテーションレポート】

「未来の土着」をテーマに、約120間のプログラムを走らせてきた
XSCHOOL。さまざまな視点から地域を見つめ、問いを投げかけてき
た6チームが、ついにプロジェクトを披露す…
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発表目前！　最後まで走り続ける【ワークショップ
最終回・後編】

プロジェクトの発表が目前に迫った最終回となるワークショップ。各
チームのメンタリングを進めながら、2日目にはディレクターの多田智
美さんによる企画書講座も開かれました。まず…

発表目前！　最後まで走り続ける【ワークショップ
最終回・前編】

2019年10月から始まった福井でのワークショップも、この第4回目が
いよいよ最終回。アドバイザー・ディレクターらとの最終メンタリン
グを控え、緊張した面持ちのメンバーが多…
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東京2月2日（日）、福井2月8日（土）、 プレゼンテ
ーション開催決定！

次代をデザインする人のための小さな教室・XSCHOOLのプレゼンテ
ーションを東京と福井で開催します！ XSCHOOLは、福井の文化風土
や産業を探索し、社会の動きを洞察し…

未来へ介入するデザインのヒント【第2回ワークシ
ョップ】

「未来の土着」をテーマにスタートした今期のXSCHOOL。10月の初
回ワークショップでは６つのチームが結成され、パートナー企業の技
術や社会課題、福井の地域性を読み解きな…
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XSCHOOL 2019がスタート！【第１回ワークショ
ップ】

福井を舞台に新しいプロジェクトをつくり上げるXSCHOOLが、今年
も始まりました。今年度はスタジオ形式の「XSTUDIO」からプログラ
ムを再編。地元パートナー企業と、全…

地域の土着性が未来に問いを投げかける
【XSCHOOLトレジャーハンティング・後編】

XSCHOOLトレジャーハンティング・前編では、3つのパートナー企業
についてご紹介しました。リサーチ中には今期のXSCHOOLのアドバ
イザーでスペキュラティブ・ファッシ…

C
O

N
TAC

T

http://#
http://#
http://#


さらに読み込む
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パートナー企業をたずねて【XSCHOOLトレジャー
ハンティング・前編】

2016年、福井市で次代のデザイナーを育む小さな教室「XSCHOOL」
がスタートし、今年で4期目を迎えました。今年度は3つのパートナー
企業から各社数名の社員が参加し、各…

事業名 福井とつながる対流拡大事業  主宰 福井市
協力
国立大学法人 福井大学 産学官連携本部、公立大学法人 福井県立大学 地域連携本部、株
式会社福井銀行、株式会社福井新聞社
運営 株式会社福井新聞社、株式会社デザインスタジオ・ビネン
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